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1 各項が正である数列 fangの初項から第 n 項までの和 Sn =
nP

k=1
ak は，等式 (Sn)

2 ¡
n3 + n2 ¡ 1

n Sn ¡ n ¡ 1 = 0 を

満たしている．このとき以下の設問に答えよ． (20点)

(1) Sn を求めよ．
(2) 数列 fangの一般項を求めよ．

(1) Sn = n2 + n (2) an = 2n

2 点 (1，1)を通り傾き nの直線と放物線 y =
1
2

x2との交点をA，Bとする．このとき，以下の設問に答えよ．(20点)

(1) 線分 ABの長さをmを用いて表せ．
(2) Oを原点とする．4OABの面積を Sとするとき，S2 をmを用いて表せ．

(1) AB = 2
B
(m2 + 1)(m2 ¡ 2m + 2) (2) S2 = (m ¡ 1)2(m2 ¡ 2m + 2)

3 0 < ÎAOB < ¼
2
である4OABを考える．辺 OAと辺 OB各々の長さを a; bとし，2つのベクトル

¡!
OAと

¡!
OBの

内積を kとおく．また，辺 ABを 2：1に内分する点を Tとする．このとき以下の設問に答えよ． (30点)

(1) ベクトル
¡!
OTを，

¡!
OAと

¡!
OBを用いて表せ．

(2) 辺 OA上に点 Cを，ÎOCTが ¼
2
となるようにとる．線分 OCの長さを aと kを用いて表せ．

(1)
¡!
OT =

1
3

¡!
OA+

2
3

¡!
OB (2) OC =

a2 + 2k
3a

4 (商)
Nを 4以上の整数とする．1からNまでの番号を付けたN個のボールが袋に入っている．袋から無作為に 1個のボー
ルを取り出し，その番号をXとする．取り出したボールを袋に戻さずに，新しくボールを取り出し，その番号を Yと
し，Xと Yの大きいほうの数をMとする．このとき以下の設問に答えよ． (30点)

(1) 2 5 j 5 Nである整数 jに対し，M 5 jとなる確率を求めよ．
(2) 2 5 j 5 Nである整数 jに対し，M = jとなる確率を求めよ．
(3) N + 2 5 k 5 2N ¡ 2である偶数 kに対し，X + Y = kとなる確率を求めよ．

(1)
j(j ¡ 1)

N(N ¡ 1)
(2)

2(j ¡ 1)

N(N ¡ 1)
(3)

2N ¡ k
N(N ¡ 1)

4 (統一 2月 9日？)
正三角形 ABCの各頂点間を動く点 Pがある．Pは 1秒ごとに，以下の規則に従って，他の頂点に移動するか，同じ頂
点にとどまるとする．

・ Pが頂点Aまたは Bにあるときは，同じ頂点にとどまることなく，それぞれ 1
2

の確率で他の頂点に移動する．

・ 点 Pが頂点 Cにあるときは，確率 1
3
で Cにとどまり，確率 1

3
でA，確率 1

3
で Bに移動する．

時刻 0にAにある点 Pが，n秒後にA，B，Cにある確率をそれぞれ an ; bn ; cn とする．以下の問に答えよ．(30点)

(1) n = 0; 1; 2; Ýのとき，an+1 および cn+1 をそれぞれ an ; bn ; cn で表せ．
(2) c4 の値を求めよ．なお，答は分数のままでよい．

(1) an+1 =
1
2

bn +
1
3

cn ; cn+1 =
1
2

an +
1
2

bn +
1
3

cn (2)
185
432

(注) cn =
3
7

¡
3
7
#¡ 1

6
;

n

1


